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６
月
15
日
、
定
例
会
が
招
集
さ
れ
、
一
般
質
問
議
案
審
議
等
を
終
え
、
最
終
日
に
議
長
か
ら
辞
表
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に

基
づ
き
議
長
選
挙
を
行
な
い
、
池
田
成
弘
議
員
（
２
期
）
を
選
任
し
た
。
引
き
続
き
副
議
長
選
挙
を
行
な
い
、
越
峠
惠
美
子
議

員
（
３
期
）
を
選
任
し
た
。�

　
各
常
任
委
員
会
委
員
は
、
議
長
の
指
名
に
よ
り
決
定
後
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
正
副
委
員
長
を
決
定
し
た
。�

新体制決まる新体制決まる�議会の議会の�今期後半今期後半� 新体制決まる�議会の�今期後半�

就任ごあいさつ�

　この度、議会の委員会構成の改選により、はからずも、副議

長という大役を拝命させていただく事になりました。�

　身にあまる光栄であり、その責任の重さを全身全霊で受けと

めております。�

　私は議会人としての経験も浅く、もとより、その器ではあり

ませんが、誠意をもって職務を全うする覚悟でございます。�

　「小さくても元気で明るい輝きのある町づくり」に向って限

りなく前進あるのみ。�

　又、弱い立場の人々が安心して暮らすことが出来る町づくり

を目ざして微力ではありますが努力してまいります。�

　町民の皆様の御指導と御支援をお願い申し上げ就任のごあい

さつとさせていただきます。　　　　　副議長　越峠惠美子�

　６月定例議会で、議員各位の御推挙を賜り議長の重責を担う

ことになりました。まことに身に余る光栄と、その責任の重大

さを痛感しております。�

　私は議会経験も浅く、浅学非才でありますが、議員の皆様を

始め多くの方々に御支援と御協力をいただき、職責を全うする

決意です。�

　議会においては情報の公開を積極的に行い、中立・公平で民

主的な議会をめざし、執行機関と互に切磋琢磨しながら、住民

の方々の幸せを大前提に本町発展のため努力する所存ですので、

町民皆様の御理解と御協力をお願いいたしまして議長就任のご

あいさつといたします。　　　　　　　　　議長　池田　成弘�

西部広域行政管理組合議会議員　　　池田　成弘�

日野町江府町日南町衛生施設組合議会議員　　河上　貞也　森田　智(総務常任委員長）　上原　二郎�

日野病院組合議会議員　　　　　　　池田　成弘　川端　雄勇�

主な議会選出議員�



一　般　会　計�

特別会計　１５会計�

28億8,100万6千円に�（28,994千円を減額）�
補　正　後�

21億9,593万8千円に�（1,784万4千円追加）�
補　正　後�

6月定例会�

（４）�江府町議会だより� 平成19年７月27日発行�第138号�

　
平
成
19
年
６
月
定
例
議
会

は
、
６
月
15
日
に
召
集
さ
れ

会
期
を
６
月
19
日
ま
で
の
３

日
間
と
定
め
て
開
か
れ
ま
し

た
。�

　
今
回
の
定
例
会
に
は
、
税

条
例
の
一
部
改
正
が
３
件
、

平
成
19
年
度
補
正
予
算
関
係

が
８
件
、
追
加
提
出
議
案
12

件
な
ど
上
程
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。�

����

※
江
府
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
平
成
19
年
３
月
30
日
専
決

処
分
）�

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
平
成
19
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
準
拠
し
、
法
人
課
税

信
託
、
た
ば
こ
税
の
税
率
を

１
０
０
０
本
に
つ
き
３
０
６

４
円
か
ら
３
２
９
８
円
に
改

正
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
に
伴
う
固
定
資
産
税
の

現
額
措
置
の
創
設
等
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
。�

※
江
府
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

（
平
成
19
年
３
月
30
日
専
決

処
分
）�

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
が
平
成
19
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
準
拠
し
、
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
限
度
額
を
56

万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に

つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。�

�

※
江
府
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て�

（
平
成
19
年
５
月
31
日
専
決

処
分
）�

　
保
険
税
医
療
分
に
つ
い
て

は�・
一
人
当
た
り
を
前
年
並
み

と
し
た
場
合
に
お
け
る
所
得

割
額
の
按
分
率
並
び
に
被
保

険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平

等
割
り
額
を
引
下
げ
る
。�

　
保
険
税
介
護
分
に
つ
い
て

は�・
所
得
割
額
の
按
分
率
を
引

下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
改
正

を
す
る
も
の
。�

あなたも議会を�
　傍聴してみませんか�

詳しくは�
　議会事務局へ�
　（直）75－3307

条
例
改
正
の�

　
　
　
主
な
も
の�
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※
江
府
町
立
江
尾
小
学
校
耐

　
震
補
強
大
規
模
改
造
工
事

　
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て�

　
町
内
小
学
校
の
統
合
計
画

に
よ
り
江
尾
小
学
校
の
大
規

模
改
修
が
行
わ
れ
る
為
、
業

者
の
指
名
競
争
入
札
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
契
約
金
額�

　
　
１
億
３
６
５
０
万
円�

　
契
約
の
相
手
方�

　
　
米
子
市
三
本
松�

　
　
株
式
会
社
　
先
本
組�

�

※
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

　
画
　
２
件�

・
江
府
町
大
河
原
及
び
吉
原

幹
線
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
広
域
的
な
交
流
と
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、
住
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
格
差
の

是
正
に
寄
与
す
る
目
的�

・
江
府
町
大
字
御
机
及
び
下

蚊
屋
の
全
地
域�

　
沿
線
へ
の
工
場
進
出
に
よ

る
大
型
車
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
緊
急
に
対
策
が
望

ま
れ
る
。�

そ
の
他
主
な
も
の�

　
議
員
の
う
ち
か
ら
田
中
幹

啓
議
員
に
代
わ
っ
て
監
査
委

員
に
日
野
尾
優
議
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。�

日野尾  優議員�

　
平
成
19
年
７
月
７
日
で
任

期
満
了
と
な
り
ま
す
江
府
町

監
査
委
員
に
生
田
政
美
さ
ん

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。�

　
引
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。�

生田  政美さん�（久連）�

町監査委員に�

陳 情 の 結 果陳 情 の 結 果 �陳 情 の 結 果陳 情 の 結 果 �陳 情 の 結 果 �
あなたから出された�

▼
　
最
低
賃
金
の
抜
本
改
正

と
均
等
待
遇
の
実
現
を
求
め

る
陳
情�

鳥
取
県
労
働
組
合
総
連
合�

　
議
　
長
　
　
田
中
　
暁�

�

▼
　
森
林
の
整
備
、
林
業
・

林
産
業
の
振
興
に
関
す
る
意

見
書
採
択
の
要
請�

全
国
林
野
関
連
労
働
組
合�

　
鳥
取
森
林
管
理
署
分
会�

　
執
行
委
員
長
　
酒
本
滋
行�

�

▼
　
２
０
０
８
年
度
国
家
予

算
編
成
に
お
い
て
教
育
予
算

拡
充
を
求
め
る
陳
情
書�

鳥
取
県
教
職
員
組
合�

　
西
部
支
部�

　
支
部
長
　
　
金
本
　
仁�

採
択
し
ま
し
た�



一 　 般 　 質 　 問 �

答�

問�集落再生活性化対策は�

県と連携し集落との話合い
等積極的に行なう�

限
界
集
落
の
活
性
化
対
策
と�

高
規
格
道
路
（
江
府
道
路
）�

の
路
線
は�

日野尾　優�

町
政
あ
と
一
年
の
抱
負�

ア
イ
デ
ア
町
政
に
つ
い
て�

田中　幹啓�
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質
問
　
全
国
的
に
も
話
題
に

な
っ
て
お
り
ま
す
限
界
集
落

問
題
で
す
。
人
口
・
戸
数
が

激
減
し
高
齢
化
の
進
行
等
の

要
因
で
、
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
、
山
林
の
放
置
林
化
、
出

役
な
ど
の
社
会
的
共
同
生
活

の
維
持
が
困
難
な
状
況
で
集

落
崩
壊
の
危
機
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
既
設
の
公
共

施
設
の
活
用
等
集
落
再
生
活

性
化
対
策
に
つ
い
て
町
長
に

伺
う
。�

町
長
答
弁�

「
限
界
集
落
」
と
は
65
歳
以

上
の
人
口
比
が
50
％
以
上
で
、

高
齢
化
が
進
み
、
生
活
道
路

の
管
理
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
社

会
的
共
同
生
活
の
維
持
が
困

難
に
な
っ
た
集
落
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
江
府
町
で
も
、

平
成
17
年
の
国
勢
調
査
で
１

１
０
０
世
帯
、
人
口
３
６
４

２
人
と
発
表
さ
れ
た
が
、
前

回
の
平
成
12
年
の
国
勢
調
査

と
比
較
し
て
38
世
帯
、
２
７

９
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
数

字
で
見
る
限
り｢
限
界
集
落｣

に
該
当
す
る
の
は
４
集
落
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
55
歳
以
上

で
人
口
比
が
50
％
以
上
で
、

現
在
は
共
同
体
と
し
て
の
機

能
を
維
持
し
て
い
る
が
、
限

界
集
落
の
予
備
軍
と
な
っ
て

い
る
「
準
限
界
集
落
」
と
い

わ
れ
る
の
は
24
集
落
あ
り
ま

す
。
町
と
し
て
も
、
地
域
活

性
化
対
策
と
し
て
特
産
品
の

開
発
、
交
流
事
業
の
推
進
等

集
落
と
協
同
し
な
が
ら
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
部
集
落
で
は
交
流

事
業
の
施
設
も
生
か
さ
れ
て

い
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
県
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
関
係
集
落
と
充
分
話
合

い
を
も
ち
、
ど
う
い
う
視
点

で
ど
う
い
う
支
援
が
必
要
な

の
か
、
積
極
的
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。�

������

質
問
　
高
規
格
道
路
「
江
府

道
路
」
は
当
初
左
岸
構
想
で

あ
っ
た
が
、
唐
突
と
し
て
、

建
設
費
用
の
削
減
、
防
災
上

の
問
題
、
交
通
難
所
解
消
等

で
右
岸
側
に
な
り
、
関
係
集

落
等
で
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
路
線
の
安
心
・
安
全
、

利
便
性
、
効
率
性
、
環
境
性
、

地
域
開
発
性
、
費
用
対
効
果

等
々
、
県
の
提
示
し
た
路
線

が
最
善
と
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
町
長
に
伺
う
。�

�

町
長
答
弁�

　
計
画
ル
ー
ト
の
選
定
を
す

る
に
あ
た
っ
て
、
道
路
交
通

対
策
と
し
て
の
考
え
方
は
、

特
に
交
通
停
滞
及
び
交
通
隘

路
の
解
消
と
し
て
国
道
１
８

１
号
と
４
８
２
号
の
交
差
点
、

江
府
中
学
校
付
近
及
び
武
庫

踏
切
等
の
交
通
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て

お
り
ま
す
。
国
道
１
８
１
号

の
１
日
交
通
量
の
１
万
台
の

内
の
８
割
が
通
過
車
両
で
あ

り
、
「
江
府
道
路
」
を
作
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
の
安

全
も
確
保
さ
れ
ま
す
。
ル
ー

ト
検
討
に
当
っ
て
、
現
道
の

拡
幅
案
、
ま
た
そ
の
他
検
討

し
た
上
で
、
日
野
川
左
岸
ル

ー
ト
案
で
進
め
て
お
り
ま
し

た
が
、
現
地
の
地
質
な
り
形

状
調
査
等
の
結
果
、
長
大
法

面
が
発
生
し
、
危
険
渓
流
が

存
在
す
る
な
ど
の
完
成
後
の

安
全
性
と
維
持
管
理
に
問
題

が
あ
り
左
岸
ル
ー
ト
案
を
見

直
す
必
要
が
生
じ
た
。
ま
た
、

江
府
三
次
道
路
事
業
は
、
当

初
は
自
動
車
専
用
道
路
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
国
の
財
政

状
況
や
コ
ス
ト
削
減
等
々
で
、

自
動
車
専
用
道
路
か
ら
現
道

の
バ
イ
パ
ス
で
整
備
す
る
手

法
に
変
わ
っ
て
き
た
経
過
も

あ
り
ま
す
。
現
状
の
中
で
は

こ
の
ル
ー
ト
で
地
元
の
ご
理

解
が
ど
う
な
の
か
、
関
係
集

落
の
説
明
会
で
、
ご
意
見
等

を
伺
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。�

（６）�（７）�

抱
負
と
計
画
は�

問�答�
行
財
政
改
革
を�

ア
イ
デ
ア�

　
　
町
政
は�

問�答�
知
恵
を
し
ぼ
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を�

質
問
　
３
年
前
に
竹
内
町
長

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
あ
や

め
の
建
設
、
あ
る
い
は
、
情

報
セ
ン
タ
ー
の
建
設
・
サ
ン

ト
リ
ー
も
来
ま
し
た
。
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
も
有
り
ま
し
た
。

高
規
格
道
路
の
動
向
、
小
学

校
の
廃
校
・
統
合
の
問
題
、

未
完
成
地
域
の
下
水
道
も
ま

だ
残
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に

状
況
と
し
て
厳
し
い
気
が
し

ま
す
。�

　
人
事
に
つ
い
て
も
意
見
の

不
一
致
の
部
分
も
あ
っ
た
わ

け
で
す
。
私
も
議
員
と
し
て

５
期
目
の
中
間
に
な
り
ま
す

が
、
町
長
の
責
任
だ
け
を
追

及
し
て
良
く
な
る
状
況
で
は

有
り
ま
せ
ん
。�

　
今
は
、
協
調
の
輪
の
中
で

知
恵
を
出
し
て
総
合
的
に
ふ

る
さ
と
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

若
干
町
民
か
ら
不
満
の
声
も

聞
き
ま
す
が
、
町
長
の
残
り

１
年
間
、
抱
負
を
含
め
て
道

筋
、
ど
の
様
な
方
向
付
け
を

し
た
い
か
伺
う
。�

�

町
長
答
弁�

　
町
長
就
任
以
来
３
年
が
経

ち
、
「
小
さ
く
て
も
元
気
で

明
る
い
、
輝
き
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
で
取
り
組
ん
で
来

ま
し
た
。
お
り
し
も
国
の
施

策
と
し
て｢

三
位
一
体
改
革｣

が
示
さ
れ
小
規
模
自
治
体
の

財
政
が
悪
化
す
る
な
か
、
行

財
政
改
革
３
本
柱
を
掲
げ
、

職
員
自
ら
の
改
革
と
経
費
節

減
と
取
り
組
み
、
補
助
金
負

担
金
を
見
直
し
、
最
後
に
公

共
料
金
の
見
直
し
の
検
討
を

行
う
と
こ
ろ
で
す
。
企
業
誘

致
、
老
健
施
設
「
あ
や
め
」

の
建
設
、
医
療
福
祉
の
充
実
、

小
学
校
統
合
に
向
け
て
、
改

築
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。
残

さ
れ
た
後
１
年
の
任
期
中
に

公
共
料
金
の
改
正
と
更
な
る

行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
り
、

本
町
の
財
政
悪
化
の
ピ
ー
ク

と
な
り
ま
す
平
成
21
年
か
ら

24
年
ま
で
の
間
、
乗
り
切
る

た
め
の
準
備
に
邁
進
す
る
覚

悟
で
す
。
継
続
事
業
の
推
進
、

サ
ン
ト
リ
ー
工
場
誘
致
事
業

完
了
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、

新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
バ

ス
対
策
、

観
光
振
興
、

情
報
施
策

を
図
り
、

生
活
の
安

定
、
地
域

経
済
の
活

性
化
に
努

め
ま
す
。

引
き
続
き

ご
支
援
を

お
願
い
し

ま
す
。�

質
問
　
財
政
が
厳
し
い
か
ら

何
も
出
来
な
い
、
そ
ん
な
空

気
が
自
治
体
に
流
れ
て
い
る
。

今
必
要
な
事
は
お
金
を
使
わ

な
い
で
町
民
の
た
め
に
何
が

出
来
る
か
と
い
う
事
を
考
え

る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
江

府
町
は
自
然
を
守
り
、
水
を

守
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
企

業
進
出
も
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
環
境
を
大
切
に
す
る
町
、

健
康
を
大
切
に
す
る
町
、
も

っ
た
い
な
い
運
動
を
展
開
す

る
町
、
水
、
塩
、
洗
剤
に
か

し
こ
く
な
る
町
、
今
本
物
の

ア
イ
デ
ア
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
町

長
の
考
え
方
を
伺
う
。�

�
町
長
答
弁�

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

町
民
の
視
線
に
立
ち
国
、
県

の
制
度
を
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
、
知
恵
を
絞
り
予
算
の

伴
わ
な
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

心
が
け
て
い
ま
す
。�

　
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
今
年
か
ら
初

め
て
の
試
み
と
し
て
「
江
府

町
再
発
見
事
業
」
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。
町
費
を
使
わ

な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
て
、
19
年
度
６

件
１
２
７
０
万
円
で
集
会
所

施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。
気
づ
い
た
こ
と
、
解
ら

な
い
こ
と
積
極
的
に
担
当
職

員
に
連
絡
い
た
だ
き
、
「
江

府
町
が
小
さ
く
て
も
元
気
で

明
る
い
輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。�

計
画
ル
ー
ト

は
最
善
か�

問�答�
こ
の
ル
ー
ト
で
関
係

集
落
の
意
見
を
聞
く�

現在の高規格道路予定図�

改修される江尾小学校�



　
平
成
20
年
３
月
の
操
業
開

始
を
目
指
し
て
工
事
が
行
な

わ
れ
て
い
る
「
奥
大
山
ブ
ナ

の
森
工
場
」
は
、
造
成
工
事

を
終
え
工
場
本
体
と
倉
庫
の

建
設
が
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
行

わ
れ
て
お
り
秋
に
は
完
成
す

る
予
定
で
す
。�

　
江
府
町
の
貴
重
な
自
然
を

守
る
た
め
に
「
笠
良
原
水
環

境
影
響
評
価
委
員
会
」
で
調

査
検
討
行
な
い
、
ほ
と
ん
ど

影
響
は
無
い
と
の
最
終
報
告

を
受
け
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
積
極
的
に
環
境
を

守
り
育
て
る
た
め
に
、
サ
ン

ト
リ
ー
と
の
間
に
５
月
に
は

「
環
境
保
全
協
定
」
を
、
６

月
に
は
「
と
っ
と
り
共
生
の

森
育
成
支
援
事
業
」
が
結
ば

れ
ま
し
た
。�

　
議
会
と
し
て
、
今
後
と
も

環
境
変
化
に
注
意
を
払
う
と

と
も
に
雇
用
の
拡
大
と
地
域

経
済
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う

努
力
し
て
行
き
ま
す
。�

「サントリー水工場の状況は」�

｢エバーランド奥大山の運営は｣�

エバーランド奥大山�

建設中のサントリー奥大山ブナの森工場�

町 の 動町 の 動 き�町 の 動町 の 動 き�町 の 動 き�

江府町議会だより� 平成19年７月27日発行�第138号� （８）�

　
江
府
町
地
域
振
興
　
は
、

平
成
11
年
甘
酒
茶
屋
か
ら
エ

バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
と
な
っ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
と
地
ビ
ー
ル

工
場
、
ス
キ
ー
場
、
奥
大
山

水
工
場
の
４
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
の
８
年
の
経
営

は
、
冬
の
ス
キ
ー
客
に
大
き

く
依
存
し
安
定
し
た
経
営
と

な
っ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。�

　
最
近
の
全
国
的
な
ス
キ
ー

客
の
減
少
に
加
え
、
昨
年
の

極
端
な
雪
不
足
に
よ
り
累
積

赤
字
約
７
０
０
０
万
円
を
計

上
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。�

現
在
の
置
か
れ
た
環
境
を
考

え
れ
ば
い
ま
ま
で
の
経
営
を

続
け
る
事
は
で
き
な
い
と
判

断
し
、
江
府
町
地
域
振
興
　

は
奥
大
山
の
水
工
場
の
経
営

の
み
と
し
、
エ
バ
ー
ラ
ン
ド

奥
大
山
と
地
ビ
ー
ル
工
場
、

ス
キ
ー
場
は
あ
ら
た
に
指
定

管
理
者
（
施
設
を
借
り
営
業

す
る
者
）
を
募
集
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。�

　
６
月
に
は
、
町
内
に
呼
び

か
け
募
集
し
ま
し
た
が
応
募

者
が
無
く
、
現
在
全
国
に
広

く
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

８
月
に
は
指
定
管
理
者
を
決

め
９
月
よ
り
営
業
を
再
開
す

る
予
定
で
す
。�

　
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
５

月
で
一
旦
解
雇
と
な
り
ま
し

た
が
、
あ
た
ら
し
い
指
定
管

理
者
に
再
雇
用
す
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。�

　
残
っ
た
赤
字
に
つ
い
て
は

江
府
町
地
域
振
興
　
が
今
後

返
済
の
責
任
を
負
い
長
期
的

に
返
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

　
こ
の
施
設
が
今
後
観
光
の

発
展
に
役
立
つ
よ
う
議
会
と

し
て
見
つ
め
て
行
き
ま
す
。�



森林の整備、林業・林産業の振興に関する意見書�
　昨今、温室効果ガスの増加による地球温暖化現象が人類の
生存基盤を揺るがす重要な環境問題とされる中で、平成17年
２月には「京都議定書」が発効し、これを受け、同年４月に
政府は「京都議定書目標達成計画」を策定したが、その中で
森林は温室効果ガスの吸収源としての大きな役割が課されて
いる。�
　また、17年７月のグレンイーグルズ・サミットにおいて、
違法伐採に取り組むことが地球環境の保全や森林の持続可能
な経営に向けた第一歩であることが合意され、昨年７月サン
クトぺテルブルグ・サミットでもその重要性が再確認された
ところである。我が国においても、政府及び業界が一体とな
って違法伐採対策への取組に着手したところであり、早急な
定着が求められている。�
　一方、近年大規模な自然災害が多発しており、山地災害を
未然に防止するため治山対策や森林の整備・保全の一体的な
推進が強く求められている。�
　このような中で、平成17年度にあっては、用材自給率も７
年ぶりに２割を超える見込みとなり、平成15年度以降林業へ
の新規就業者が増加するなど、わずかながらではあるが明る
い兆しも見受けられる。しかしながら、今なお厳しい状況が
続いている林業・木材産業の再生につなげていくには、森林
吸収源対策としての森林整備を図るための追加的事業費の継
続や新たな森林・林業基本計画に導入された工程管理の検証
など、今後これらの兆しを助長・発展させるための強力な施
策の展開が必要である。�
　特に、追加的事業の緊急的な対応の中で、地方自治体や個
人に係る費用負担が障害となるなど現下の森林・林業・木材
産業の厳しい実態を踏まえ、林業・木材産業の再生に向けた
強力な施策の展開がなされるよう要請し、具体的には下記の
事項についてその実現を強くお願いする。�
　　　　　　　　　　　　　　記�
１．　多様で健全な森林の整備・保全等を促進する新たな森林・
　林業基本計画の推進とこれを実現するための平成20年度予
　算の確保�
２．　地球温暖化防止森林吸収源対策を推進するための追加
　的事業費の安定的な財源の確保と、事業執行に伴う地方財
　政追加措置及び森林所有者負担の軽減�
３．　森林・林業の担い手の育成・確保及び国産材の安定供
　給体制の整備と利用拡大を軸とする林業・木材産業の再生
　に向けた諸施策の展開�
４．　国民の安全・安心な暮らしを守る国土保全対策の推進�
５．　特に、国有林野にあっては、安全・安心な国土基盤の
　形成と地域振興に資する管理体制の確保�
６．　地球的規模での環境保全や持続可能な森林経営を目指
　した違法伐採対策の推進　�
７．　森林整備地域活動支援交付金制度の継続・充実�
　�
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。�
　　　　　　　　　　　　　　平成19年６月19日�
　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県日野郡江府町議会�

最低賃金の大幅引き上げと均等待遇の実現を求める意見書�
　働いても生活保護水準の収入さえ得られないワーキングプ
ア（働く貧困層）が社会問題となる中、主要国で最低水準と
なっている最低賃金の引き上げを求める声が強まっている。�
　最低賃金制度は、労働者の生活の安定と地域経済の活性化、
企業の公正競争ルールの確立をはかる上で重要な役割を担っ
ている。都道府県ごとに定められる地域別最低賃金は、毎年、
中央最低賃金審議会が作成する「目安額」を参考に、地方最
低賃金審議会の審議を経て改定されている。�
　しかしながら、その改定は毎年数円と小幅にとどまり、わ
が県の最低賃金額は時間額614円と著しく低い。そのため、地
域のパート、アルバイト、臨時、派遣、請負などの「非正規」
雇用労働者の賃金は低く抑えられ、１ヶ月10万円ほどの生活
を余儀なくされている人が少なくない。こうした貧困の広が
りは、未婚者の増加や少子化の加速など、この国の社会基盤
をあやうくさせる重大な原因をつくっている。�
　政府においては、法定最低賃金制度を抜本的に改正し、ワ
ーキングプアの温床となっている現在の低額最低賃金を大幅
に引き上げ、低賃金労働者の生活改善をはかることが喫緊の
問題となっている。�
　同時に、世界各国の動向をみれば、最低賃金制度は全国一
律とすることが主流であり、それによって公正取引ルールを
確立し、地域間格差を是正している。世界の実践をふまえた
制度改正が、日本にも求められている。�
　ついては、下記の内容を早期に実行するよう、意見書を提
出する。�
　　　　　　　　　　　　　　記�
１．最低賃金法を改正し、だれもが健康で文化的に暮らし働
　ける水準を全国一律で定めること。金額の設定については、
　時間額1,000円以上とすること。�
２．パート労働法を改正して、雇用形態差別を禁止し、賃金・
　労働条件等の「均等待遇」を明記すること。�
３．有期雇用は、一時的・臨時的業務に限定し、通常業務の
　労働者は期間の定めのない雇用とするよう、法整備をはか
　ること。�
�
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。�
　　　　　　　　　　　平成19年６月19日�
　　　　　　　　　　　　　鳥取県日野郡江府町議会�

2008年度国家予算編成において教育予算拡充を求める意見書�
　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤作りにとってきわめて重要なことである。現在、本県をはじめ多くの都
道府県で、児童生徒の実態に応じ、きめ細かな対応ができるようにするために、少人数教育が実施されており、保護者や子どもた
ちから大変有益であるとされている。�
　しかし、義務教育費国庫負担金の負担割合が２分の１から３分の１に縮小されたことや地方交付税削減の影響、厳しい地方財政
の状況などから、自治体独自に少人数教育を推進することには限界がある。このため、学校施設などを含めて教育条件の地域間格
差も拡がりつつある。�
　一方、就学援助受給者の増大に現れているように、低所得者層の拡大・固定化がすすんでいる。自治体の財政力や保護者の家計
の違いによって、セーフティーネットとして子どもたちが受ける「教育水準」に格差があってはならない。日本の教育予算は、Ｇ
ＤＰ比に占める教育費の割合や教職員数などに見られるように、ＯＥＣＤ諸国に比べて脆弱と言わざるを得ない。教育は未来への
先行投資であり、子どもたちがどこに生まれ育ったとしても、ひとしく良質な教育を保障しなければならない。そのためには、教
育予算を国全体として、しっかりと確保・拡充させる必要がある。�
　よって政府に対し、地方自治法第９９条の規定により下記の通り意見書を提出する。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記�
１．きめの細かい教育の実現のために、義務制第８次・高校第７次教職員定数改善計画を実施すること。�
２．義務教育費国庫負担制度について、国の負担率を２分の１に復元することを含め、制度を堅持すること。�
３．学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予算の充実のため、地方交付税を含む国の予算を拡充すること。�
４．教職員の人材を確保するため、教職員給与の財源を確保・充実すること。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年６月19日�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県日野郡江府町議会�

議員提出議案議員提出議案�議員提出議案議員提出議案�議員提出議案�
最終日の19日議員発議により３件の意見書が提出され原�
案通り可決し、関係行政庁に意見書を提出しました。�
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あ

と

が

き

�
（10）�

▼
温
暖
化
が
も
た
ら
す
異
変

が
、
水
不
足
か
ら
一
転
、
降

り
続
く
雨
に
日
照
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
と
か
。�

　
梅
雨
。
紫
陽
花
が
ひ
と
き

わ
美
し
い
。�

▼
議
会
の
委
員
会
構
成
が
改

選
に
な
り
、
議
会
広
報
調
査

特
別
委
員
も
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
分
か
り
や
す
い
議
会
で
あ

る
こ
と
が
、
町
民
の
皆
様
の

信
頼
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
町
民
と
議
会
が
情

報
を
共
有
出
来
る
様
に
、
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
努
力
致

し
ま
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
、

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
様
お

願
い
致
し
ま
す
。
（
越
峠
）�

�����������

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
委

員

長
　
越
峠
惠
美
子�

　
副
委
員
長
　
川
上
　
富
夫�

　
　
　
委
員
　
上
原
　
二
郎�

　
　
　
委
員
　
日
野
尾
　
優�

　
　
　
委
員
　
池
田
　
成
弘�

ひ
と
言�

　
私
は
、
小
学
３
年
生
の
頃
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
15
年
間
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
中

学
校
卒
業
を
期
に
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
を
す
る
た
め
の
よ
り
良
い
環
境

を
求
め
、
香
川
県
の
高
校
、
東
京

の
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
大
学
を
卒
業
し
、
今
年
の
４

月
か
ら
Ｊ
Ａ
鳥
取
西
部
に
就
職
い

た
し
ま
し
た
。�

　
私
は
、
鳥
取
県
内
で
就
職
活
動

を
す
る
前
に
、
東
京
で
も
就
職
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
就
職

活
動
を
通
じ
て
、
私
は
、
都
市
と

地
方
で
は
、
求
人
募
集
を
し
て
い

る
企
業
の
数
、
求
人
の
数
に
大
き

な
格
差
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
こ
の
現
状
で
は
、
江
府
町

か
ら
進
学
な
ど
で
出
て
い
っ
た
人

達
が
、
雇
用
を
見
つ
け
て
帰
っ
て

く
る
こ
と
が
、
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
０
８
年
春
の
稼
動
を

目
指
し
、
江
府
町
御
机
笠
良
原
に

設
置
中
の
サ
ン
ト
リ
ー
の
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
工
場
は
、
当
初
約

30
人
の
従
業
員
を
地
元
か
ら
採
用

す
る
と
し
て
、
雇
用
が
確
保
さ
れ
、

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。�

し
か
し
、
実
際
に
採
用
さ
れ
た
地

元
の
人
は
数
人
だ
け
だ
と
聞
き
ま

し
た
。
私
は
、
こ
の
サ
ン
ト
リ
ー

の
水
工
場
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、

町
外
又
は
県
外
に
出
て
い
っ
て
し

ま
っ
た
人
達
が
帰
っ
て
こ
れ
る
職

場
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

と
て
も
残
念
で
し
た
。�

　
私
は
、
江
府
町
の
豊
か
な
自
然

・
人
達
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
生
ま
れ

る
雰
囲
気
が
と
て
も
好
き
で
す
。

町
外
又
は
県
外
に
出
て
い
っ
た
人

達
の
中
に
も
、
同
じ
よ
う
な
気
持

ち
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
ざ
帰
る
と
な
っ
た
時
に
仕
事
を

す
る
職
場
が
な
い
と
、
帰
る
こ
と

を
諦
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。�

　
江
府
町
と
し
て
は
、
職
場
と
い

う
土
台
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、

常
に
そ
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
が
で

き
、
江
府
町
に
さ
ら
に
活
気
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。�

新道　梅林　佑基�

本三　河上恵里子�

　
私
は
、
夫
の
実
家
で
あ
る
江
府

町
に
住
み
、
今
年
の
夏
で
四
年
に

な
り
ま
す
。�

　
核
家
族
、
マ
ン
モ
ス
校
、
地
域

の
交
流
の
少
な
い
所
・
・
・
で
育

っ
た
私
は
、
祖
父
母
と
の
同
居
も
、

地
域
の
行
事
も
初
め
て
で
し
た
が
、

皆
様
に
あ
た
た
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
、
支
え
ら
れ
、
小
学
校
４
年

生
、
２
年
生
、
保
育
園
年
少
の
３

姉
妹
を
、
美
し
い
自
然
の
中
で
の

び
の
び
子
育
て
し
て
い
ま
す
。�

　
子
育
て
に
お
い
て
、
最
初
は
子

供
の
少
な
さ
に
驚
き
ま
し
た
が
、

学
校
中
の
お
友
達
の
保
護
者
の
方

と
ま
で
、
み
ん
な
顔
見
知
り
の
関

係
、
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
よ
さ
な
ど
は
、
子
供
た
ち

に
と
て
も
よ
い
も
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。登
下
校
の
時
な
ど
に
も｢

河

上
さ
ん
の
家
の
子
供
だ
」
と
す
ぐ

気
づ
い
て
も
ら
い
声
を
か
け
て
も

ら
う
こ
と
は
、
子
供
の
教
育
や
、

今
の
犯
罪
の
多
い
世
の
中
に
は
と

て
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
町
内
で
は
進
学
も
就

職
も
難
し
く
、
こ
の
よ
い
環
境
で

育
っ
て
い
る
子
供
た
ち
が
社
会
に

出
た
時
戸
惑
わ
な
い
よ
う
、
江
府

町
の
子
供
た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
す
る
機
会
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
接
す
る
機
会
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。�

　
今
ま
で
は
生
活
に
慣
れ
る
事
に

一
生
懸
命
で
し
た
が
、
今
年
度
、

保
育
園
の
人
権
同
和
推
進
部
部
長

を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
江

府
町
の
歴
史
や
抱
え
る
問
題
、
町

の
出
来
事
な
ど
、
興
味
を
持
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
子
供
が
こ
の
町
で
育
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
町
、
自
分
が

こ
れ
か
ら
暮
ら
し
て
い
く
町
に
関

心
を
も
ち
、
意
見
が
積
極
的
に
い

え
る
ぐ
ら
い
に
な
れ
る
よ
う
、
皆

様
の
力
を
か
り
て
勉
強
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。�

就職活動で�

　見えたこと�

江府町での生活�


